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財政・変革局財政課☎582・2002特集1に関するお問い合わせ

市のお金はどう使われた？
数字で見る令和7年度決算

■令和7年度決算　3つのポイント

❶ 市税収入が過去最高

❷ 市債残高は16年ぶりに減少

❸ 次世代投資を推進 未来のまちづくり
投資基金を創設

　「財政の模様替え（創る改革）」で生み出した財源
を、若者・子ども、公共施設の老朽化対策、産業基盤
の強化・創出など、未来の成長や暮らしにつながる
分野へ重点的に配分しました。

　公営競技事業の収益金を財
源とした基金（200億円）を創設しました。市民の
ニーズが特に高い、子ども・若者が多く利用する
施設の整備などに活用します。

例：学校トイレの洋式化、学校へのエアコン設置など

　賃上げによる所得の増加や
企業の設備投資などで、市税
収入は過去最高に。地域経済
の好循環が、数字にも表れ始
めています。

　企業による投資の
状況が反映されやす
い税目では、指定都
市平均を上回る伸び
が見られました。

1,911億円 前年度比
＋109億円

▲205億円前年度比

238億円令和
6・7年度

企業進出・事業拡大による
事業所床面積の増加

機械設備・機械装置などへの
投資

事業所やマンションなどの
新築・増築

市税収入の
特徴

固定資産税（建物分） 固定資産税（設備投資分） 事業所税

　市税収入は、賃上
げによる所得の増加
や固定資産税の伸び、
定額減税の影響がな
くなったことなどから、
過去最高となりました。
一方、将来の負担を軽く
するため、市債（市の借金）
の発行額を減らしました。
（単位：億円・（）内は構成比％）

歳入総額

6,390
（100.0）
前年度比＋192

市税
1,911（29.9）

地方交付税
901（14.1）

国庫支出金
1,358（21.3）

県支出金
360（5.6）

諸収入
701（11.0）

市債
341（5.3）

その他
409（6.4）

使用料・手数料
145（2.3）

地方消費税
交付金
264（4.1）

歳入
（収入）
一般会計

　扶助費（子ど
もや高齢者な
どへの支援）や
人件費、公債費
（市債の返済な
ど）といった義務
的経費が増え続け
ています。

（単位：億円・（）内は構成比％）

歳出
（支出）
一般会計

歳出総額

6,350
（100.0）
前年度比＋191

義務的
経費
3,577（56.4）

投資的
経費
568（8.9）

その他の
経費
2,205（34.7）

扶助費
1,802（28.4）

人件費
1,103（17.4）

公債費
672（10.6）

投資的
経費
568（8.9）

物件費
695（10.9）

繰出金
492（7.8）

補助費等
327（5.2）

貸付金
323（5.1）

その他
368（5.7）

マンガで読める！
わかりやすい
北九州市の財政

　「創る改革」で財源を確保し、未来の成長を見据えた「次世代投資」を進めた令和７年度。
民間による投資の拡大や、人を引き寄せる流れが強くなるなど、「選ばれるまち」に向けた
動きが広がっています。 
　ここからは令和7年度の市のお金の流れを紹介します。

　投資的経費の適正水準を設け、事業の
必要性や将来負担を見極めて市債の発
行を管理。計画的な返済も相まって、市
債残高は1兆1,852億円となりました。
健全な財政運営への大きな一歩です。

税
目
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率

▲詳しくは
コチラ

※順位は税収伸び率の指定都市内順位（R5→R6➡R6→R7）

指定都市平均

指定都市内の順位 17位 6位
＋2.9％

＋3.1％
指定都市平均

指定都市内の順位 16位 5位
＋3.3％

＋4.3％
指定都市平均

指定都市内の順位 16位 3位
＋1.9％

＋3.1％


